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平成24年 (2012年 )12月

＊
内
城
菌
農
法

一　
　
　
　

・　
一

画
期
的
な
パ
ワ
■
を
発
揮
す
る

‐
内
城
菌
は
、

従
来
厄
介
者
と
し
て
処
理
さ
れ
て
き
た
食
物
、

魚
肉
ず
野
菜‐等
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ
を
い
有‐
機

肥
料
と
し
て
，
サ
イ
タ
ル
し
ま
す
。
こ
れ
．で

土
壌
は
生
ま
れ
変
わ
り
「
檀
物
は
栄
養
分
を

吸
収
し
易
く
な
り
ヽ
こ
こ
に
有
機
肥
料
に
よ
一

「‐
‐
内

‐
城
‐菌
農
法
｝
が
可
能
と
な
り
ま
す
■
●
●

一　
生

‐
産
者
広
藤
久
男
氏
の
こ
だ
わ
り
は
、
こ
一

・　
の
肥
料
を
使
●
て
生
産
す
る
安
全

・
安
心
の

右
機
米

｛
ア
キ
タ
コ
マ
チ
』
で
す
。

献田県特日』識培農産物認証

『ア
キ
タ
コ
マ
チ
』

ｔ
だ
わ
ク
な

の

有
機
米

食
感
が
自
慢
の

《安
全

¨
安
心
》

生
き
る
・
だ
か
ら

ご注文Fax番号⇒ 0187-62-5614

ご住所⇒ 〒

お名前⇒

電 話⇒

* いずれも送料は当方で負担します。数量に限りがありますので品切れの際はご容赦願います。
〒014¨0103秋田県大仙市高関上郷字高屋敷42 生産・販売者 佐藤 久男

電話0187(66)1702  Fax01 8 7(62)5614

特別栽培こだわり米 5聴袋 10 kg後ミ 30 kg'撻

①減農薬 化学肥料不使用
(内城菌有機肥料のみ散布土壌)

3,000円

(   個)
5,000円

(   個)

13,000円

(   個)
②減農薬 化学肥料40%使用
(内城菌有機肥料+化学肥料散布土壌)

2,300円

(   個)
3,800円

(   イ固)

10,000円

(   個)
ご注文合計数 ( 個 ) ( イ固) ( 個 )
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『ふるさと大曲』第 14号

◇
秋
田
お
ば
こ
節
が

大
曲
駅
の
発
車
ベ
ル
に

Ｊ
Ｒ
大
曲
駅
の
発
車
ベ
ル
に

「秋

田
お
ば
こ
節
」
が
採
用
さ
れ
、
五
か

月
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
地
元

に
根
ざ
し
た
ぬ
く
も
り
の
あ
る
民
謡

の
メ
ロ
デ
ィ
を
発
車
ベ
ル
に
用
い
る

こ
と
で
、
民
謡
の
普
及
拡
大
と
継
承
、

観
光
誘
客
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
大
仙

市
民
謡
愛
好
会

（佐
藤
昌
月
会
長
）

と
市
の
要
望
で
実
現
し
た
も
の
。

同
会
会
員
と
中
仙
在
住
の
三
浦
昭

栄
さ
ん
に
よ
る
演
奏
を
録
音
し
た
ベ

ル
は
、
電
車
発
車
時
の
約
１５
秒
間
、

駅
の
ホ
ー
ム
に
流
れ
て
い
ま
す
。

◇
昭
和
八
年
会
が
切
り
絵
で

表
現
し
た
民
話
集
を
寄
贈

昭
和
八
年
生
ま
れ
の
大
曲
小
学
校

卒
業
生
で
組
織
さ
れ
る
昭
和
八
年

会

（挽
野
隆
之
会
長
）
か
ら
大
仙
市

に
、
切
り
絵
の
挿
絵
が
入

っ
た
民
話

集

「
ふ
る
さ
と
民
話
」
二
百
冊
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
同
会
員
の
傘
寿
を
記
念
し

て
製
作
さ
れ
た
大
曲
界
隈
の
民
話
集

で
、
旧
大
曲
町
出
身
で
同
会
会
員
の

恩
師
で
あ
る
切
り
絵
作
家
の
塩
谷
良

二
さ
ん

（
＝
千
葉
県
松
戸
市
在
住
）

が
ま
と
め
た
も
の
。
ふ
る
さ
と
に
伝

え
ら
れ
て
き
た
民
話
の
情
景
が
切
り

絵
で
い
き
い
き
と
表

現
さ
れ
て
い
ま
す
。

寄
贈
さ
れ
た
本
は
、

市
内
の
三
十
二
の
小

中
学
校
に
贈
ら
れ
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。
（塩

谷
さ
ん
の
切
り
絵
に

よ
る
民
話
は
、
「
ふ

る
さ
と
の
昔

っ
こ
」

と
し
て
、
本
誌
に
も

連
載

さ
れ

て

い
ま

す
）

大田BCDま厖うから
市広報誌「だいせん日dll」 より

首
都
圏
大
曲
貪

覇

『
ふ

る

さ

と

大

曲

』

第
１４
号

目

　

次

平
成
２
年
度
首
都
圏
大
曲
会
総
会
開
く

一『“「一一一沖「̈榛“静“一一一一絲一″い中「「「一一一『“一い一〓， 一一一一一

〔第
８６
回

「大
曲
の
花
火
し

大
山

の
夜
空
を
キ

ャ
ン
パ
ス
に

大
曲
の
花
火
ウ
ィ
ー
ク
２
０
１
２

□
Ｂ
１
１
グ
ラ
ン
プ
リ
ｍ
北
九
州

「大
曲
納
豆
汁
」
関
門
海
疇
を
越
え
る

』日め
も
の
研
究
会
代
表

辻

卓
也

……
１０

〈
頑
張
る
仲
間
た
ち
〉

■
伊
豆
高
原
の
フ
レ
ン
テ
レ
ス
ト
ラ
ン

『
レ
ビ
ア
ー
ノ
』
訪
問

■

「大
山
の
花
火
」
会
場
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
　
神
山
万
亀
さ
ん

◇
六
仙
市
て
活
躍
す
る
企
業
諦
間
シ
リ
ー
ズ
④

紳
士
服
市
場
で
独
自
の
地
位
を
見
せ
る

大
同
衣
料
株
式
会
社

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
を
誘
致

（早
稲
田
大
学
応
援
団
、
他
）

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

（故
郷
が
生
ま
れ
変
わ
る
活
力
に
）

■
ふ
る
さ
と
の
昔
？
」
九
郎
兵
衛
　
螢

例
り
絵

塩
谷
星

じ

【カ
メ
ラ
紀
行
】

北
海
道

・
大
雪
山
山
系

（旅
人
　
斉
藤
貞
助
）

◇
な
が
ま
の
話
題

作
詞

「哀
愁
の
角
館
」
黒
皮
羽
生
　
２６
　
　
俳
句

「納
豆
汁
」
朱
華
　
２７

カ
ズ
ヒ
ロ
の
津
軽
三
味
線
ラ
イ
ブ
　
２６
　
　
編
集
後
記
　
２７

16 14

・

・

Ｏ

Ｏ
″
′

，
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株式会社 嶋田ハム
代表取締役 嶋田耕治

〒014-0016大仙市若竹町26-23
TEL(0187)63-1576
FAX(0187)63-1578
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会場入り□では綺麗な花のモニュメントが迎えてくれた

/・

平成24年 (2012年 )12月

大曲会 総会開く
8月開催は初の試み

平
成
２４
年
度
首
都
圏
大
曲
会
総
会
兼
懇
親
パ
ー
テ
イ
ー
は
八
月
四
日

（日
）、

恒
例
の
東
京
・千
代
田
区
の
帝
国
ホ
テ
ル

「光
の
間
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
め
て
の
夏
真
っ
盛
り
の
八
月
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
暑
さ
を
も
の
と
も

せ
ず
に
、
そ
れ
ぞ
れ
和
気
あ
い
あ
い
と
参
加
し
、
楽
し
く
、
賑
や
か
な
集
い

と
な
り
ま
し
た
。

の意気高く

東
日
本
大
震
災
の
悪
夢
を
見
て

一

年
四
か
月
、
東
北
に
注
が
れ
る
日
は

災
害
現
地
に
集
中
し
が
ち
で
す
。
し

か
し
直
接
的
な
被
害
は
受
け
な
か

っ

た
秋
田
県
に
し
て
も
、
間
接
的
な
被

害
は
想
像
以
上
の
も

の
が
あ
り
ま

す
。
大
仙
市
は
災
害
救
援
に
積
極
的

に
乗
り
出
す
と
と
も
に
、
ま
た
災
害

廃
棄
物

「
が
れ
き
」
処
理
受
け
入
れ

を
、
他
の
自
治
体
に
先
駆
け
て
意
思

表
明
を
し
ま
し
た
。
「
が
ん
ば
ろ
う
―

東
北
」
を
行
動
に
移
し
た
自
治
体
と

し
て
、
首
都
圏
大
曲
会
も
高
く
評
価

し
大
仙
市
を
誇
り
に
思

い
ま
し
た
。

総
会
で
も
参
加
者
の
話
題
も
災
害
に

関
連
し
た
も
の
が
多
く
、
思
い
は
大

曲
に
住
ん
で
い
る
人
と
同
じ
な
ん
だ

と
感
動
し
、
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

「
大
山

の
花
火
」
と
と
も

に

「大
曲
の
梵
天
」
も
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で

開
会
前
の
時
間
を
利
用
し
て
、
毎

年

「大
曲
の
花
火
」
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
観

賞
す
る
の
が
こ
の
会

の
慣
わ
し
と

な

っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
今
年
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
で
感
動
を
与
え

た

「大
曲
の
梵
天
」
を
写
し
出
し
て

喜
ば
れ
ま
し
た
。

総
会
は
午
前
１１
時
３０
分
、
大
友
律

子
副
会
長

の
司
会

で
始
ま
り
ま
し

た
。
事
業

・
会
計
報
告
な
ど
が
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
、
大
仙
市
役
所
や

地
元
各
団
体
と
の
密
接
な
連
携
を
図

り
ま
す
。
今
年
も
積
極
的
に
活
動
を

展
開
し
て
い
こ
う
と
新
年
度
事
業
計

画
と
そ
れ
に
と
も
な
う
予
算
案
の
説

明
も
全
員

の
総
意
で
通
過
し
ま
し

た
。来
賓
祝
辞
と
し
て
ス
テ
ー
ジ
に

立

っ
た
栗
林
次
美
市
長
は
、
東
日
本

大
災
害
に
対
す
る
大
仙
市
の
取

っ
た

施
策
を
話
し
、
特
に
瓦
礫
処
理

の

行
動
に
は
拍
手
も
聞
こ
え
ま
し
た
。

困

っ
て
い
る
と
き
は
み
ん
な
同
じ
。

こ
れ
を
見
て
い
て
見
な
い
ふ
り
を
し

な
か
っ
た
わ
が
郷
土
大
仙
市
の
行
為

に
は
、
「
よ
く
決
断
し
て
く
れ
た
」
と
、

善
意
の
姿
勢
を
高
く
評
価
し
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
他
に
急
ビ

ッ
チ
で
建

築
が
進
む
仙
北
組
合
病
院
を
含
む
大

仙
市
市
街
地
再
開
発
な
ど
、
変
わ
る

大
仙
市
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

児
玉
市
会
議
員

（議
長
代
理
）
の

祝
辞
、
総
合
政
策
課
高
橋
正
人
主
幹

に
よ
る

「
ふ
る
さ
と
納
税
」

へ
の
協

力
要
請
が
あ
り
、
大
山
商
工
会
議
所

賢
木
新
悦
副
会
頭
に
よ
る
発
声
で
、

総
会
は
お
楽
し
み
パ
ー
テ
ィ
ー
に
華

や
か
に
切
り
替
わ
り
ま
し
た
。
な
お

今
年
も
大
仙
市
内
各
ふ
る
さ
と
会
か

ら
の
代
表
参
加
を
始
め
、
秋
田
県
会

議
員
、
大
仙
市
議
会
議
員
、
大
山
商

工
会
議
所
、
Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ
営
農

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
参
加
も
あ
り
ま
し

た
。「エ

ゴ
」
を
見
る
の
は

久
し
ぶ
り
だ
な
や

大
曲
産
の
品
物
を
並
べ
て
今
年
も

即
売

コ
ー
ナ
ー
は
大
盛
況
。
特
に
「
エ

挨拶をする栗林次美大仙市市長
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『ふるさと大曲』第 14号

「ふ
る
さ
と
が
輝
く
と
私
た
ち
も
輝
く
」と

首
都
圏
大
曲
会
大
釜
茂
障
会
長

平成24年度 ● 都 圏

□
首
都
圏
大
曲
会
　
大
釜
会
長

暑気払いを兼ねて

暑過ぎるこの夏と大仙市議会

児玉裕―議員

暑
過
ぎ
る
こ
の
夏
を

乗
り
切
れ
ば
…

ふ
る
さ
と
が
輝
け
ば

今
年
は
会
場
の
関
係
で
８

月

の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
暑
気
払
い
を
兼
ね
て

は
い
る
が
東
北
の
夏
ま
つ

り
と
重
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
全

国
的
に
高
温
が
続
き
作
物
が
心
配
だ

が
、
嬉
し
い
こ
と
は
、
全
国
学
カ
テ

私
た
ち
も
輝
く

ス
ト
で
秋
田
は
今
年
も
ト
ッ
プ
を
き

わ
め
た
こ
と
で
す
。
特
に
大
仙
市
は

凄
い
。
東
京
で
大
仙
市
が
輝
い
て
見

え
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
故
郷
を
持

つ
人
は
、
困
難
時
も
故
郷
を
思
い
頑

張
る
こ
と
が
で
る
と
、
強
烈
な
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。

□
大
仙
市
議
会
　
児
玉
議
長
代
理

田
ん
ぼ
の
稲
も
伸
び
て
き
ま
し

た
が
、
今
年
の
夏
は
暑
す
ぎ
ま
す
。

稲
は
南
方
か
ら
渡
来
の
も
の
で
す

が
、
こ
う
暑
く
て
は

稲
の
成
長
に
は
決
し

て
良
く
は
な
い
と
心

配
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の

一
方
で
畑
の
野

菜
は
水
不
足
で
、
こ

れ
に
は
大
き
な
影
響

が
出
て
い
ま
す
。
こ

う
い
う
気
象
変
動
に

は
、
こ
れ
ま
で
の
経

験
や
工
夫
を
生
か
し

て
乗
り
切

っ
て
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
、
田
園
都
市
の
議

員
さ
ん
ら
し
く
、
夏

以
降

へ
の
期
待
を
込

め
て
の
挨
拶
で
し
た
。

ゴ
」
な
ど
東
京
で
は
な
か
な
か
手
に

入
ら
な

い
か
ら
口
に
も
入
ら
な

い
。

あ

っ
と
言
う
間
に
売
り
切
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

お
楽
し
み
福
引
大
会
は
み
ん
な
が

待
ち
遠
し
い
。
司
会
者
が
調
子
よ
く

番
号
を
読
み
上
げ
る
と
歓
声
が
湧

い

た
り
、
た
め
息
が
出
た
り
。

景
品

の
「
花
火
米
」
大
当
た
り
、
「都

わ
す
れ
」
招
待

の
特
大
賞
な
ど
を
当

て
て
大
喜
び

の
人
な
ど
。

午
後
２
時
半
、
鈴
木
繁
副
会
長
に

よ
る
閉
会

の
挨
拶
は
、
恒
例
と
な

っ

た
２
月

の

「東
京
で
大
曲

の
花
火
を

観
る
会
」
、
来
年

７
月

２‐
日

の
総
会

で
の
再
会
を
誓

っ
て
お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。

幼刷‖染みですがちょっと気取つていい感じです

良く売れるのは“三人娘"の愛敬もおまけにつくからと好評
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平成24年 (2012年 )12月

息
子
の
伴
奏
に
合
わ
せ
て
母
親
が
歌
う
（千
葉
ト
シ
子
さ
ん
親
子
）

〓驚奪，
お一ズ一一一一一一γ一　
　
．鰊務に
打

:議燿 =機

颯爽と富士琴美さんの股旅すがた

落語家の型はきまつているぞ !三遊亭小曲さん

軽快にお楽しみ福引き大会の司会を務める築地良
仁幹事とアシスタントの小松美智子幹事、びつた
り息が合つている

フラダンスを踊れば気持ちも華やぐ。左は中学一年生の美緒ちゃん、
右は高田さんのお子さんの宏子さん

撮
影
　
斉
藤

紀
子

高
田
洋
子
さ
ん
は
フ
ラ
界
の
ベ
テ
ラ
ン

ダ
ン
サ
ー
で
知
ら
れ
る

|お楽しみ編
=′

き大会

大
仙
市
で
も
大

曲
地
区
は
多
く
の

芸
能
人
を
輩
出
し

て
い
ま
す
。
今
年

の
お
楽
し
み
パ
ー

テ
ィ
ー
に
も
新
顔

の
落
語
家

の
タ

マ

ゴ
も
出
演

し

て
、

歌
手
は
い
た
け
ど

落
語
家
と
は
珍
し

い
と
大

い
に
沸
き

ま
し
た
。

お
楽
し
み
コ
ー

ナ

ー

今

年

の

ス

テ
ー
ジ
は
、
第

一

部
は
歌
謡
シ
ョ
ー

と

フ

ラ

ダ

ン

ス
、

千

葉

ト

シ
子

さ

ん
、
首
都
圏
大
曲

会
の
ベ
テ
ラ
ン
会
員
で
も
あ
る

フ
ラ
ダ
ン
ス
の
高
田
洋
子
さ
ん

と
門
下
生
。
門
下
生
と
い
っ
て

も
娘
さ
ん
と
お
孫
さ
ん
。
い
わ

ば
高
田
家
総
出
演

の
賑
や
か

さ
。
そ
し
て
三
人
目
は
、
本
職

は
浪
曲
師
で
浅
草
が
本
拠
地
。

フ
ァ
ン
も
多

い
富
士
琴
美
さ

ん
。
今
回
は
、
股
旅
す
が
た
の

新
舞
踊
の
披
露
で
し
た
。

第
二
部
は
お
楽
し
み
福
引
き

大
会
で
大

い
に
盛
り
上
が
り
、

そ
し
て
第
三
部
は
、
こ
れ
か
ら

大
成
が
期
待
さ
れ
る

「大
仙
市

出
身
の
若
手
芸
能
人
」
お
二
人

の
出
演
で
す
。

ト
ッ
プ
は
津
軽
三
味
線
で
急

成
長
を
し
て
い
る
カ
ズ
ヒ
ロ
こ

と
畠
山

一
洋
さ
ん
。
こ
れ
ま
で

も
各
地
の
ス
テ
ー
ジ
に
出
て
い

る
だ
け
に
、
そ
の
腕
前
は
ベ
テ

ラ
ン
に

一
歩
近
づ
い
た
と
も

つ

ぱ
ら
の
評
判
。
こ
の
日
は
母
親

の
千
葉
ト
シ
子
さ
ん
は
民
謡
歌

手
に
し
て
は
珍
し
く
洋
服
で
出

演
で
し
た
が
、
息
子
が
目
立
つ

地
味
な
姿
だ
と
、
フ
ロ
ア
雀
は

観
察
が
鋭
い
。

も
う

一
人
は
若
手
落
語
家
。

三
遊
亭
小
遊
三
師
匠
の
も
と
で

修
行
中
の
三
遊
亭
小
曲
さ
ん
。

（詳
細
は
本
誌
１３
号
）
そ
れ
ぞ

れ
持
ち
味
発
揮
の
、
首
都
圏
大

曲
会
な
ら
で
は
の
楽
し

い
ス

テ
ー
ジ
で
し
た
。
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2012年 大会提供花火 Believご

夢を未来につな|ザばり

時
　
平
成
２５
年
２
月
１７
日

（日
）

午
後
１
時
～
４
時
３０
分

（受
付
開
始
　
１２
時
３０
分
）

〈【
　
場
　
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

（私
学
会
館
）

△
〓
　
費
　
一
人
　
五
千
円

（弁
当
、
飲
み
物
付
）

申
込
み
方
法
　
①
氏
名

（ご
家
族
、
友
人

・
仲
間

な
ど
グ
ル
ー
プ
で
参
加
の
場
合
は
参
加
人
数
も
）

②
住
所
、
電
話

（グ
ル
ー
プ
で
参
加
の
場
合
は
代

表
者
の
電
話
）。
首
都
圏
大
曲
会
事
務
局
ま
で
電

話
あ
る
い
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
先
　
首
都
圏
大
曲
会
事
務
局

電
　
話
　
０
３

（５
２
１
３
）
２
０
２
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
３

（５
２
１
３
）
２
０
２
９

大曲会以外の方も大歓迎 !

第 86回大会 DVDの映像で

酒に酔い、歌に酔い陶然とした世界を街律う

「大
曲
の
花
火
」
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
華
や
か

な
思
い
出
と
し
て
今
も
心
に
残
り
ま
す
。
８６
回
目
を

迎
え
た
今
年
の
テ
ー
マ
は

ク
つ
な
が
り
■

東
京
で

大
曲
の
花
火
を
観
よ
う
と
、
首
都
圏
大
曲
会
が
立
ち

上
げ
た
こ
の
つ
ど
い
も
今
年
で
四
回
目
。
「花
火
弁

当
」
を
前
に
、
地
元
か
ら
取
り
寄
せ
た
秋
田
銘
酒
を

ぐ
い
つ
と
や
れ
ば
、
気
分
は
も
う
雄
物
川
河
畔
。

花
火
鑑
賞
後
、
恒
例
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
も
賑
や
か

に
盛
り
上
が
り
ま
す
。
ど
な
た
も
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
会
員
以
外
の
方
で
も
大
歓
迎
！

「花
火
弁
当
」
を
前
に
花
火
を
鑑
賞
す
れ

ば
、
み
ん
な
の
気
分
は
す
っ
か
り
夏
の

雄
物
川
河
畔
に
あ
る

カラオケ大会を行います。

どなたもお気軽に

参カロできます !

『ふるさと大曲』
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平成24年 (2012年 )12月

大
曲
の
花
火
を
更
に
楽
し
く

全
国
的
に
有
名
な

「大
曲
の
花
火
」
と

い
っ
て
も
、
大
曲
は
花
火
大
会
だ
け
じ
ゃ

な
い
と
い
う
こ
と
を
知

っ
て
も
ら
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
八
月
十
九
日

か
ら
大
会
当
日
の
二
十
五
日
ま
で

一
週

間
、
「大
曲
の
花
火
ウ
イ
ー
ク
２
０
１
２
」

が
、
花
火
通
り
商
店
街
と
丸
子
橋
を
中
心

と
し
た
界
隈
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

日
替
わ
り
の
花
火

シ

ョ
ー
を
始
め
、

夏
ま
つ
り
大
曲
＆

子
供
樽
み
こ
し
、

県
内
ご
当
地
グ
ル

メ
店
な
ど
様
々
な

企
画
で
大
変
賑
わ

い
ま
し
た
。

「夏まつり大曲2012」で粋に踊る

坊やのスイカ割リゲームも

花火ウイークで賑わうステージに

忽然と「自由の女神」が登場

大仙市で夏合宿の早稲田大学応援団
若さが弾んで夏まつりは一気に燃え上がる

颯IⅢ

威勢よく和太鼓も景気づく

大曲中学校創立50周年記念

吹奏部の演奏

第
８６
回
全
国
花
火
競
技
大
会
「大
曲
の
花
火
」

が
八
月
二
十
五
日
、
大
曲
の
雄
物
川
河
川
緑
地

運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
東
北
の
夏
ら

し
く
、
か
ら
り
と
晴
れ
あ
が

っ
た
こ
の
日
、
全

国
各
地
か
ら
訪
れ
た
観
客
は
７６
万
人
。
東
日
本

大
震
災

の
復
興
が
思
う
よ
う
に
進
ま
な

い
中

で
、
「
手
を

つ
な
ご
う
、
心
を

つ
な
ご
う
、
お

互
い
に
支
え
合
お
う
～
」
と
励
み

励
ま
し
合

っ
て
頑
張

っ
て
き
た
東

北
の
人
々
。

大
仙
市
で
は
昨
年
に
引
き
続

き

「大
曲
の
花
火
」
に
、
岩
手
県

宮
古
市
、
大
船
渡
市
、
陸
前
高
田

市
、
大
槌
町
の
方
々
と
と
も
に
（

被
災
以
来
大
仙
市
で
避
難
生
活
を

送

っ
て
い
る
皆
さ
ん
を
招
待
し
ま

し
た
。
が
れ
き
処
理
を
全
国
に
先

駆
け
て
受
け
入
れ
た
り
、
被
災
地

の
人
々
を
花
火
大
会
に
招
待
し
て

励
ま
し
た
り
、
大
仙
市
の
心
温
ま

る
行
為
に
は
、
大
仙
市
市
民
の
行

為
と
し
て
、
被
災
地
で
は
も
ち
ろ

ん
全
国
の
心
あ
る
人
々
か
ら
高
く

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
か
ら
選
り
す
ぐ
ら
れ

た
花
火
師
た
ち
が
そ
の
腕
を

競
い
合
う

コ
ン
ク
ー
ル
だ
け

に
、
他

の
地
域

の
花
火
と

は
、
ま
る
っ
き
り
質
が
違
う

と
評
価
さ
れ
る
の
が
大
山
の

花
火
。
そ
れ
だ
け
に
打
ち
上

げ
る
ほ
う
も
、
こ
れ
を
見
る

一度観3とまた来たくなる
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『ふるさと大曲』第 14号

大曲の夜空を菫炒鉦|:=警類に

快
晴
に
７
６
万
人
の
大
観
客

10号割物の部準優勝/
(有 )太陽堂田村煙火店 (長野県)

倉」造花火の部準優勝/
(株)齋木煙火本店 (山梨県)
「聖礼花～パステルカラーの奇跡～」

側
も
真
剣
さ
が
違
い

ま
す
。
大
曲
の
大
会

で
優
勝
す
れ
ば
文
字

通
り

「全
国

一
」
と

し
て
認
め
ら
れ
る
、

高
い
品
質
の
花
火
大

会
で
す
。
初
め
て
大

山
の
花
火
を
見
た
人

は
勿
論
と
し
て
も
、

い
わ
ば
誰
が
見
て
も

「
他

の
土
地
の
花
火

と
は
全
然
違
う
」
と

な
り
、
そ
こ
が
ま
た

大
曲

っ
子
の
自
慢
で

あ
り
誇
り
で
も
あ
る

の
で
す
ｃ

大
曲
の
花
火
の
特

徴
に
「昼
花
火
の
部
」

が
あ
り
、
こ
れ
も
な
か
な
か
粋
だ
と
言
う
人
も

い
ま
す
が
、
メ
イ
ン
は
や
つ
ぱ
り

「夜
花
火
の

部
」
。
大
会
は
伝
統
の
１０
号
割
物
２
発
と
創
意

工
夫
を
凝
ら
し
た
創
造
花
火
。
そ
し
て
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
は
、
打
ち
上
げ
幅
約
５
０
０
ｍ
、
今

年
は
約
５
分
４０
秒
に
わ
た

っ
て
打
ち
上
げ
ら
れ

た
大
会
提
供
花
火

「ω
＆
２
の
夢
を
、
未
来
に

つ
な
げ
よ
う
」
。
ま
た
前
回
の
大
会
で
内
閣
総

理
大
臣
賞
受
賞
者
に
よ
る
特
別
プ

ロ
グ
ラ
ム

「
さ
あ
　
夢

の
世
界

ヘ
Ｉ
Ｌ

な
ど
も
圧
巻
。
去

り
ゆ
く
夏
を
惜
し
む
如
く
光
と
音
の
一象
華
シ
ョ

ー
は
、
終
盤
に
見
ら
れ
る
観
客
と
花
火
師
た
ち

と
の
光
の
エ
ー
ル
交
歓
も
花
を
添
え
て
、
今
年

の
幕
を
開
じ
ま
し
た
。

特別プログラム「さあ 夢の世界へ |」
第85回大会内閣総理大臣賞受賞/(株 )紅谷青木煙火店 (長野県)

10号割物の部優勝/信州煙火工業 (株 )(長野県)
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六
曲
納
豆
汁
　
関
門
瓶
順
を
越
え
る
…

大
曲
の
街
お
こ
し
の

一
環
と
し
て
、
「
大
曲
納
豆
汁
」
の
普
及
を
図
る

「大
曲
納
豆
汁
」
旨
め
も
の
研
究
会

（辻
卓
也
会
長
）
。
こ
の
研
究
会
は

平
成
２４
年
６
月
に

『愛
Ｂ
リ
ー
グ
』
か
ら
正
会
員
と
し
て
加
盟
を
認
め

ら
れ
、
１０
月
２０
～
２‐
日
に
福
岡
県
北
九
州
市
で
開
催
さ
れ
た
Ｂ
１
１
グ

ラ
ン
プ
リ
に
参
加
し
ま
し
た
。
初
の
関
門
海
峡
越
え
と
な

つ
た

「大
曲

納
豆
汁
」
。
そ
の
大
健
闘
は
マ
ス
コ
ミ
に
も
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

花
火
の
ま
ち
の
納
豆
汁

大
健
闘
！

食
の
街
お
り」し
活
動

関門海峡を越えて「大曲納豆汁」|よ九州の

地を踏んだ。高鳴る胸のときめきを抑えて、

いよいよ明日から大会は火ぶたを切る。

B‐ 1グランプリin lヒ九州

:::::|:

「大
山
の
納
豆
汁
」

旨
め
も
の
研
究
会

代
表
　
辻
　
卓
也

み
な
さ
ま
お
馴
染
み

「
大

曲
納
豆
汁
」
は
十
月

二
十
～

二
十

一
日
の
両
日
、
北
九
州
市

小
倉
区
で
開
催
さ
れ
た
日
本

一

の
ご
当
地
グ
ル
メ
の
祭
典

「
Ｂ

１
１
グ
ラ
ン
プ
リ
ｉｎ
北
九
州
」

に
初
出
展
い
た
し
ま
し
た
。

全
国
か
ら
６３
団
体
集
結

６０
万
人
を
超
え
る
盛
況

全
国
か
ら
六
十
三
団
体
が
集

結
し
た
ご
当
地
グ
ル
メ
の
祭
典

は
来
場
者
が
六
十
万
人
を
超
え

る
大
盛
況
。
お
客
様
の
投
票
で

順
位
が
決
ま
る
大
会
で
す
が
、

単
な
る
グ
ル
メ
イ
ベ
ン
ト
で
は

な
く
、
各
団
体
が
郷
土
愛
に
燃

え
、
地
元
を
元
気
に
す
る
た
め

に
行

っ
て
い
る

「食
の
街
お
こ

し
活
動
」
の
成
果
を
全
国

へ
Ｐ

Ｒ
す
る
博
覧
会
な
の
で
す
。

お
も
て
な
し
精
神
と
Ｐ
Ｒ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
ど
の
団
体
も

個
性
豊
か
で
、
本
当
に
素
晴
ら

し
い
も
の
で
し
た
。

残
念
な
が
ら
入
賞
に
は
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
「
大
曲
納

豆
汁
」
と

「花
火
の
ま
ち
」
を

全
国

へ
発
信
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
二
十
四
歳
か

ら
七
十
四
歳
ま
で
の
参
加
メ
ン

バ
ー
四
十
名
が

一
九
と
な
り
、

他
の
先
達
団
体
と
共
に
切
磋
琢

磨
す
る
こ
と
で
プ
ラ
イ
ス
レ
ス

な
経
験
と
感
動
を
得
る
こ
と
が

で
き
、
今
後
の
活
動

へ
の
意
識

を
高
め
る
こ
と
も

で
き
ま
し

た
。ご
当
地
グ
ル
メ
で
街
お
こ
し

活
動
の
真
の
目
的
は

「人
づ
く

り
」
で
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
加
し
て
く
れ
た
メ
ン

バ
ー
は
こ
れ
か
ら
の
大
曲
の
ま

ち
づ
く
り
に
と

つ
て
財
産
に
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

二
日
目
は
タ
ッ
パ
ー
や

水
筒
持
参
で
購
入
者
も

納
豆
汁
が
ど
ん
な
食
べ
物
な

の
か
を
想
像
す
ら
で
き
な
い
九

州
の
地
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も

大
曲
納
豆
汁
を
食
べ
て
く
れ
た

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
お
客
様
が

「
美
味
し
い
」
と
絶
賛
。
初
日

に
食
べ
て
美
味
し
か

つ
た
た
め

二
日
目
に
は
タ
ツ
パ
ー
や
水
筒

を
持
参
し
て
く
れ
た
人
、
ま
た

一
人
で
五
杯
食
べ
た
人
等

々
、

と
て
も
好
評
で
し
た
。
秋
田
に

縁
と
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
も
多

数
来
て
い
た
だ
き
、
納
豆
汁
の

味
を
と
て
も
懐
か
し
が
る
と
共

に
、
秋
田
弁
や
昔
話
に
つ
い
て

楽
し
そ
う
に
語

っ
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
郷
里
を
離
れ

て
生
活
を
す
る
人
々
に
た
い
し

て
も
、
ル
ー
ツ
と
誇
り
を
つ
な

ぎ
続
け
る
こ
と
も
我
わ
れ
の
重

要
な
使
命
だ
と
強
く
実
感
で
き

ま
し
た
。

テ
レ
ビ

・
新
聞

・
ラ
ジ
オ

マ
ス
コ
ミ
総
動
員
の
報
道

今
回
は
多
く
の
テ
レ
ビ
番
組

や
ラ
ジ
オ

・
新
聞

・
雑
誌
が
、

事
前
密
着
取
材
も
含
め
、
大
曲

納
豆
汁
と
私
た
ち
の
活
動
を
報

道
し
て
く
れ
ま
し
た
。
会
場
で

来
場
者

へ
の
Ｐ
Ｒ
の
み
な
ら

ず
、
マ
ス
コ
ミ
媒
体
を
フ
ル
動

員
し
て
「花
火
の
ま
ち

。
大
曲
」

と

「大
曲
納
豆
汁
」
を
全
国

ヘ

発
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
Ｂ
１
１
グ
ラ
ン
プ
リ
に
出
展

す
る
こ
と
に
よ

つ
て
得
ら
れ
た

―-10-―



『ふるさと大曲』第 14号

右
は
九
州
出
発
に
先
駆
け
、
地
元
か
ら
の
荷

物
積
み
出
し
。
５
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
２
台
分
。

下
は
ブ
ー
ス
前
で
大
曲
の
花
火
ミ
ニ
講
座

上
は
前
日
の
下
こ
し
ら
え
風
景

下
は
、
ブ
ー
ス
前
で
二
日
間
、

納
豆
汁
音
頭
を
歌
い
、
踊
っ
て

く
れ
た
微
笑
み
シ
ス
タ
ー
ズ

大
曲
納
豆
汁
の
ブ
ー
ス
前
に

出
来
た
お
客
様
の
行
列

発
信
力
の
凄
さ
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
終
了
後
も
、
そ
の

反
響
の
大
き
さ
に
驚
い
て
お
り

ま
す
。
市
外

・
県
外
の
お
客
様
か
ら

の
お
問
い
合
わ
せ
や
、
県
外
か

ら
の
ツ
ア
ー
、
個
人
旅
行
な
ど

で
市
内
十
七
の
認
定
店
に
来
店

い
た
だ
け
る
お
客
様
は
着
実
に

増
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
報
道
を
見
る
こ
と
で
地

元
の
方
々
に
も
私
ど
も
の
活
動

趣
旨
が
正
し
く
伝
わ

っ
た
よ
う

で
、
「
テ
レ
ビ
見
た
よ
、
頑
張

っ

て
ね
」
と
励
ま
し
の
言
葉
を
い

た
だ
く
機
会
も
増
え
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
会
場
で

「大
山
納
豆

汁
を
以
て
我
が
街
を
知

っ
て
も

ら
い
、
実
際
に
こ
こ
へ
来
て
く

れ
る
お
客
様
を
増
や
す
こ
と
が

活
動
の
目
的
ゆ
え
、
大
き
な
前

進
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

大
曲
、
大
仙
市
の
地
域

密
着
型
活
動
と
し
て
推
進

イ
ベ
ン
ト
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
地
域
に
密
着
し
た
日
々
の
活

動
こ
そ
が

一
番
大
事
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
我
が
街
の
様
々
な
人

や
、
団
体
や
も
の
を
巻
き
込
み

な
が
ら
、
大
曲
と
大
仙
市
を
元

気
に
で
き
る
よ
う
活
動
を
盛
り

上
げ
て
ゆ
き
ま
す
。

好
評
を
呼
ん
だ
納
豆
の
す
り
つ
ぶ
し
体
験
コ
ー
ナ
ー
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四
ツ
屋
地
区
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
会
議

（児
玉
協
三
会
長
）

主
催
に
よ
る

「第
３
回
四
ツ
屋
ま
つ
り
」
が
、
十
月
六
日

（土
）
、
四
ツ
屋
公
民
館
を
主
会
場
に
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
お
馴
染
み
の

『花
火
灯
籠
』
に
今
年
は
新
し
く
児

童
ク
ラ
ブ
な
ど
が
製
作
し
た

『
ミ
ニ
花
火
灯
籠
』
も
加
わ

り
、　
一
段
と
賑
や
か
な
四
ツ
屋
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。

三
年
目
を
迎
え
た

『四
ツ
屋
ま

つ
り
』
は
、
四
ツ
屋
商
工
協
議
会

青
年
部
制
作
に
よ
る
大
型

『花
火

灯
籠
』
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
て
、

こ
の
ま
つ
り
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
青
森
の

「ね

ぶ
た
」
の
よ
う
な
山
車
で
、
そ
の

周
囲
に
は
絵
が
あ
し
ら
わ
れ
て
、

こ
れ
を
四
ツ
屋
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
げ
た
い
と
、
地
域
住
民
の
祈

り
が
込
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
制
作
に
あ
た

つ
て
は
、
花

輪

や
弘
前

の

ね

ぶ
た
職
人

か
ら
直
接
指

導
を
受

け
た

も

の
で
、
高

さ
約
四
・
五
屑
、
横
幅
約
三
層
。

下
絵
は
四

ツ
屋
出
身

の
デ
ザ
イ

ナ
ー
佐

々
木
裕
登
さ
ん
が
担
当

し
、
着
色
は
青
年
部

の
全
員

で

行

っ
て
い
ま
す
。

正
面
に
は

「公
平
無
私
」
の
文

字
と
諸
葛
孔
明
を
、
裏
面
に
は
地

域
安
全
の
祈
り
を
込
め
て
、
花
火

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
題
名

「華
祈

域
」
の
絵
が
描
か
れ
ま
し
た
。

同
会
で
は
花
火
灯
籠
を
地
区
の

人
々
に
知

っ
て
貰
い
た
い
と
、
四

ツ
屋
地
域
の
小
学
校
、
保
育
園
、

高
齢
者
施
設
を
訪
問
し
て

「
ミ
ニ

灯
籠
」
の
製
作
指
導
を
行
い
ま
し

た
。
そ
れ
に
よ
り

五
台

の
ミ

ニ
灯
籠

が
製
作
さ
れ
、
ま

つ
り

の
当
日
ま

で
公
民
館
な
ど
に
展
示
さ
れ
ま
し

た
。

か
す
り
姿
に
赤
た
す
き
の

手
踊
り
に
送
ら
れ
て
出
発

午
前
十
時
、
ス
タ
ー
ト
地
点
の

伊
藤
住
宅
前
に
、
商
工
協
議
会
青

年
部
の
メ
ン
バ
ー
、
保
育
園
児
、

小
学
生
な
ど
大
勢
の
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。
出
発
に
先
駆
け
て
昌
月

会
の
、
か
す
り
姿
に
赤
い
た
す
き

の
若
い
女
性
三
名
に
よ
る
手
踊
り

が
披
露
さ
れ
、
ミ
ニ
灯
籠
を
先
頭

に
、
太
鼓
や
掛
け
声
の
お
囃
子
ヽ

地域の興隆に一役

花火灯籠 6台勢揃い
芸能発表や生涯学習作品展も

写真上は、大仙仙北美郷支部消防訓練大会 【規律訓練の部】
で優勝した大曲支団第 4分団の行進パフォーマンス。下は、
四ツ屋地域の保育園保護者男性で構成されたA K Y48によ
るダンス。コミカルな踊りに会場内は笑いの渦に包まれた。

平成24年 (2012年 )12月

II籠が地域を練り歩いた。右上はお祝いの挨拶をする栗林市長
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『ふるさと大曲』第 14号

観
客
も
増
え
て
年
々
盛
大
に

／
も
賑
や
か
に
出
発
。
そ
の
ま
ま

公
民
館
ま
で
の
道

々
を
練
り
歩
き

ま
し
た
。

栗
林
市
長
も
公
民
館
前
で

灯
籠
の
一
行
を
出
迎
え

公
民
館
前
の
広
場
に
は
、
大
勢

の
人
々
と

一
緒
に
、
他
の
行
事
の

合
間
を
縫

っ
て
栗
林
市
長
が
駆
け

つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
灯
籠

と
と
も
に
練
り
歩

い
た

一
行
を
出

迎
え
て
く
だ
さ
り
、
で
」
の
ま

つ

り
が
、
四
ツ
屋
地
区
の
活
性
化
に

貢
献
す
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。

ま
す
ま
す
の
発
展
を
祈
り
ま
す
」

と
挨
拶
を
し
、
激
励
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

超
満
員
の
立
ち
見
も

出
た
ス
テ
ー
ジ
発
表

上から、展示された生涯学習の成果、中は大灯籠の

上高く開いた花火、下は今年から参加した小学校、

保育園、児童クラブ、高齢者施設で作つたミニ灯籠

今
年
も
Ｆ
Ｍ
秋
田
の
人
気
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
真
坂
は
づ
き
さ
ん
の

司
会
で
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
広
い
体

育
館
は
立
錐
の
余
地
も
な
く
、　
一

番
後
ろ
ま
で
観
客
で
埋
ま
り
、
立

ち
見
の
お
客
様
も
出
る
ほ
ど
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
公
民
館
前
に
展

示
さ
れ
た
大
小
の
灯
籠
に
は
、
夜

と
も
な

る
と

ラ
イ
ト

ア

ッ
プ
さ

れ
、
ま

つ
り

の
フ
ィ
ナ
ー

レ
を

飾

っ
て
灯
籠

の
後
方
か
ら
約
五
百

発

の
花
火
が
公
民
館

の
夜
空
に
打

ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

四ツ屋商工協議会青年部が制作した巨大な花火

四ツ屋フアンタスティックジュニアバンドの演奏

どれみ保育園児たちによる「ええじゃないか」

ゆかり

大曲にF~F縁のある人みんなの会

欝響‐鰺大1曲1会 会長募集申 :
年会螢 :1家 lJVA千円 (会報俸 通イ

=資
など)です。

〒102‐0061東京都千代田EXI九段北1-1-71‐ 304
教育情報プ畷ジェク ト気付

電霊雪03-5213-2028(代 藝ミ) FAX 03-5213-2029
eメ ール :info@e‐prosip.COm
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平成24年 (2012年 )12月

シエフの力0藤明子さん

伊豆高原 。フレンチレストラン

Rグαηθレビアー/

佐藤久雄さん伏曲・嵩関)の“こだわり米"

有機米アキタコマチが大

「
秋
田
県
出
身
で
す
が
、
伊
豆
半

島
の
伊
東
市
で
レ
ス
ト
ラ
ン
を
経
営

し
て
い
ま
す
。
食
材
は
美
味
し
い
秋

田
産
の
も
の
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
ど
う
ぞ
お
出

か
け
く
だ
さ
い
」
と
お
便
り
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
伊
東
市
八
幡
野
で
フ

レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
「
レ
ビ
ア
ー
ノ
」

を
経
営
す
る
加
藤
明
子
さ
ん
で
す
。

な
ん
と
、
首
都
圏
大
曲
会
の
総
会

や
二
月
の

「東
京
で
大
曲
の
花
火
を

観
る
会
」
で
、
参
加
記
念
の

「
ア
キ

タ
コ
マ
チ
」
を
提
供
し
て
く
だ
さ

っ

て
い
る
、
大
仙
市
高
関
の
佐
藤
久
雄

さ
ん
か
ら
、
直
接

「
ア
キ
タ
コ
マ
チ
」

を
仕
入
れ
て
大
い
に
好
評
を
得
て
い

る
と
は
嬉
し
い
話
で
し
た
。
（大
釜
）

□
出
身

は
鹿
角

郡
小
坂
町

懐
か
し

い
川
原
の
鍋

っ
こ

秋
田
は
ど
ち
ら
の
こ
出
身
で
す
か

加
藤
　
銅
山
で
栄
え
た
小
坂
町
で
す
。

現
在
実
家
は
秋
田
市
で
す
。

小
坂
町
で
育
っ
た
こ
ろ
の
懐
か
し
い
地
元

の
行
事
や
食
べ
物
の
思
い
出
な
ど

加
藤
　
母
が
行
事
を
大
切
に
す
る
人

で
し
た
か
ら
、　
一
緒
に
つ
く

つ
た
お

彼
岸
の
大
き
な
お
は
ぎ
、
お
月
見
の

お
供
え
の
果
物
や
栗
な
ど
。
当
時
小

坂
町
は
鉱
山
町
と
し
て
栄
え
て
い

て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で
華
や
か
な
町
で

し
た
。
学
校
の
運
動
会
で
も
花
火
が

一
〇
〇
発
ほ
ど
も
上
が
り
、
ご
近
所

の
み
な
さ
ん
と
食
べ
た
重
箱
に
詰
め

込
ん
だ
お
料
理
の
味
、
友
だ
ち
と
の

十
和
田
湖
の
キ
ャ
ン
プ
、
川
原
で
の

鍋

っ
こ
な
ど
、
懐
か
し
い
思
い
出
で

す
。

ど
う
し
て
伊
豆
半
島
だ
っ
た
の
で
す
か

加
藤
　
母

の
故
郷
が
西
伊
豆

の
土

肥

（現
伊
豆
市
）
だ

っ
た
も
の
で
す

か
ら
、
伊
豆
の
海
の
美
し
さ
は
よ
く

聞
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
東
京
で
大

学
生
活
を
送
る
中
で
、
伊
豆
高
原
の

ペ
ン
シ
ョ
ン
や
民
宿
に
は
よ
く
遊
び

に
き
て
い
ま
し
た
。
結
婚
後
も
子
ど

も
た
ち
と
海
沿
い
の
ホ
テ
ル
に
は
よ

く
来
て
い
た
の
で
す
。
い
つ
か
は
こ

こ
で
暮
ら
し
、
食
べ
物
を
作
る
仕
事

を
し
た
い
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
し

た
。

フ
ラ
ン
ス
料
理
の
勉
強
は
ど
ち
ら
で
？
ま

た
な
ぜ
伊
豆
で
フ
レ
ン
チ
で
す
か

加
藤
　
レ
ス
ト
ラ
ン
で
洋
食

の
基
本

を
習

い
ま
し
た
。
そ
の
後

フ
レ
ン
チ

ベ
ー
ス
の
無
国
籍
料
理
を
熊
谷
喜
八

構穣 菫鑽奪

漆黒の中にライトアップされた
フレンチレストラン「リピアーノ」

証評

シックな装いの店内はセットされお客様の至」来を待つ

お
酒
を
注
ぐ
時
に
開
こ
鳥
ぴ
鐸
こ
ぼ
フ

と
い
う
音
も
、
よ
り

一
層
お
酒
を
お
い

感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
軽
快
な
口
当
た
り

と
爽
快
感
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

未
成
年
者
の
方
に
は
お
濠
を
お
販
売
し
ま
せ
ん
。

（名
）鈴
木
酒
造
店

大
仙
市
長
野
事
二
日
町
９
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氏
の
サ
ロ
ン
で
学
び
ま
し
た
。
伊
豆

高
原
に
は
フ
レ
ン
チ
が
似
合
う
と
思

つヽ
の
で
す
。

□
秋

田
の
食
材

の
確
か
さ

を
知

っ
て
も
ら

い
た

い

と
こ
ろ
で
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
食
材
を
秋
田

に
求
め
た
理
由
は
？

加
藤
　
料
理
研
究
家
と
し
て
稲
庭
う

ど
ん
協
同
組
合
か
ら
、
新
し
い
食
べ

方
の
メ
ニ
ュ
ー
開
発
を
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。
職
人
さ
ん
や
関
係
す
る
人
々

の
大
変
さ
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
う
い
う
こ
と
か
ら
秋
田
を
離
れ
ま

し
た
が
、
秋
田
の
食
べ
物
の
お
い
し

さ
、
そ
の
確
か
さ
を
も

っ
と
知

っ
て

も
ら

い
た

い
気
持
ち
が
残
り
ま
し

た
。
稲
庭
う
ど
ん
、
と
ん
ぶ
り
、
い

ぶ
り
が

つ
こ
、
寒
糀
、
味
噌
、
も
ち

ろ
ん
秋
田
の
米
、
日
本
酒
な
ど
…
。

明
る
い
伊
豆
半
島
の
太
陽
の
下
に
、
フ
レ
ン
チ

レ
ス
ト
ラ
ン

「レ
ビ
ア
ー
ノ
」
は
あ
る
。
周
り
の

木
々
は
海
か
ら
の
風
を
穏
や
か
に
受
け
、
木
漏
れ

日
の
中
で
お
客
様
の
訪
れ
を
待
っ
て
い
る
。

珈
琲
は
大
曲

の
ナ
ガ

ハ
マ
コ
ー
ヒ
ー

さ
ん
に
特

別
ブ

レ
ン
ド
し

て
貰

い

送

っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

そ
し
て
佐
藤
久
雄
さ
ん
の
有
機
米

「ア
キ

タ
コ
マ
チ
」
と
の
馴
れ
初
め
は

・
・

加
藤
　
大
学
時
代
、
江
戸
川
区
の
叔

父

の
家

に
下
宿
し
て
い
た
ん
で
す
。

そ
の
後
叔
父
は
ト
ウ
キ

ョ
ウ
フ
ー
ド

と

い
う
弁
当
屋
さ
ん
を
開
業
し
ま
し

た
。
叔
母
は
大
曲
出
身
で
す
。
こ
こ

で
は
ご
飯
が
と
て
も
美
味
し
い
と
評

判
で
し
た
。
「
」
飯
だ
け
は
絶
対
に

美
味
し
い
も
の
を
使
う
」
と
い
う
の

が
叔
父
の
回
ぐ
せ
で
し
た

（笑
）
そ

れ
が
佐
藤
さ
ん
の
お
米

「
ア
キ
タ
コ

マ
チ
」
だ

っ
た
の
で
す
。

□
最
も
自
慢

の
料
理
は

ビ

ー
フ
シ
チ

ュ
ー

と
こ
ろ
で

「
レ
ビ
ア
ー
ノ
」
自
慢
の
料
理

は
？
加
藤
　
ビ
ー
フ
シ
チ

ュ
ー
で
す
ね
。

ブ
ラ
ン
ド
の
和
牛
を
デ
ミ
ソ
ー
ス

で
、
付
け
合
せ
の
お
野
菜
と
召
し
上

が
つ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
秋
田
市
の

肉
屋
「
わ
か
ば
」
か
ら
厳
選
し
て
送

っ

て
も
ら
い
、
お
野
菜
と

一
緒
に
半
日

ぐ
ら
い
煮
込
み
ま
す
。
お
野
菜
は
有

機
野
菜
を

使

い
、
出

来
た
ス
ー

珈
琲
は
大
曲
の
ナ
ガ
ハ
マ
コ
‥
ヒ
‥

特
別
ブ
レ
ン
ド
を
使
用
で
す
。
だ
シ

ワ
で
漉
し

入
れ
ま
す
。
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
デ
ミ

ソ
ー
ス
を
作
り
、
毎
日
、
朝
晩
火
入

れ
を
繰
り
返
し
て
雑
味
の
消
え
た
と

こ
ろ
で
止
め
ま
す
。
お
肉
を
切
り
分

け
ソ
ー
ス
を
か
け
ま
す
。
何
日
も
か

か
る
仕
込
み
な
の
で
、
最
初
か
ら
気

合
を
入
れ
、
何
日
か
は
そ
の
ま
ま
気

が
抜
け
ま
せ
ん
。
（笑
）

「レ
ビ
ア
ー
ノ
」
開
店
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
も
の
は
？
　
ま
た
素
晴
ら
し
い
建
物
で

す
ね
加
藤
　
大
学
で
学
び
、
料
理
教
室
、

ペ
ン
シ
ョ
ン
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
商
品

開
発
な
ど
を
通
し
て
、
長
い
間
、
料

理
に
か
か
わ

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
ろ

そ
ろ
集
大
成
を
し
た
い
と
思
い
始
め

た
も
の
で
す
。
窯
元
さ
ん
と
お
話
を

し
な
が
ら
少
し
ず

つ
集
め
た
和
食
器

も
、
出
番
を
待

っ
て
お
り
ま
す
。

「
レ
ピ
ア
ー
ノ
」
の
建
築
は
、
和

モ
ダ
ン
を
得
意
と
し
、
Ｔ
Ｖ
で
建
物

探
訪
等
で
知
ら
れ
る
岸
本
和
彦
氏
に

依
頼
し
ま
し
た
。
今
後
は
よ
り

一
層

右
は
、
清
楚
感

一
杯
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、

お
客
様
と
。
正
面
右
側
が
加
藤
シ
ェ
フ
。

写
真
右
上
は
、
フ
レ
ン
チ
に
和
テ
イ
ス

ト
の
シ
エ
フ
お
気
に
入
り
の
メ
ニ
ュ
ー
。

八
―
フ
コ
ー
ス
と
フ
ル
コ
ー
ス
が
あ
る
。

左
上
は
、
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
。
ブ
ラ
ン
ド

和
牛
を
デ
ミ
ソ
ー
ス
で
召
し
上
が

っ
て
い

た
だ
く
。

職
経
一懸
鶴

素
材
と

ソ
ー
ス
に
こ
だ
わ
り
、
塩
味

を
控
え
た
体
に
優
し
い
メ
ニ
ュ
ー
を

揃
え
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
る
レ
ス

ト
ラ
ン
に
し
た

い
と
思

い
ま
す
。

最
後
に

「レ
ビ
ア
ー
ノ
」
の
意
味
と
抱
負

を
…
加
藤
　
レ
ピ

ア
ー
ノ
は
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
で
伴
奏
を
す

る
人
で
す
。
「
再
び

ピ

ア
ノ
」
と
も
読
め
ま
す
。
子
ど
も

の
頃
に
勤
し
ん
だ
ピ

ア
ノ
を
、
大
人

に
な

っ
て
ま
た
始
め
る
よ
う
な
、
お

客
様
が
よ
り
よ

い
時
間
を
過
ご
す
お

手
伝

い
と
し
て
、
美
味
し
い
料
理
と

建
物

の
ゆ

っ
た
り
感
が
寄
り
添
え
ら

れ
た
ら
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。

お
忙
し
い
と
こ
ろ
を
、
有
難
う
こ
ざ
い
ま

し
た
。
益
々
の
こ
発
展
を
祈
り
ま
す
。

故タトでのお集まり、お泊りに
西穆ズのが「っごで`
イ っ /_― クのんグ ク
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尤蝙
纂

大観衆に花火師の心を伝えたい
大曲の夏を華麗に彩る「大曲の花火。打ち上がる前の一瞬を演出

するアナウンスは、今花開く花火を鮮やかに解説して観客の気持ち

を浮き立たせます。「活躍する仲間」今号は、大曲の花火会場アナ

ウンサーの神山万亀さんです。

―
―
　
出
身
は
大
曲
の
ど
ち
ら
で
す
か

神
山
　
内
小
友

の
高
寺
で
す
。
自

然
溢
れ
る
い
い
と
こ
ろ
で
す
。

―
―
　
花
火
と
の
付
き
合
い
は
長
い
？

神
山
　
も
う
子
ど
も

の
頃
か
ら
で

す
。
大
曲
高
校
で
放
送
部
に
所
属

し
て
い
ま
し
た
か
ら
。

（笑
）

―
―
　
東
京
の
生
活
は
い
つ
か
ら
。
ど

ん
な
お
仕
事
で
す
か
。

神

山
　
結
婚

し

て

一
度
大
曲

に

帰
り
ま
し
た
が
、
母
が
経
営
す
る

靴
製
造
会
社

の
仕
事
を
手
伝
う
た

め
に
、
２４
歳
か
ら
東
京
で
Ｍ
Ｋ
商

会
と

い
う
会
社
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
―
―
　
そ
れ
は
お
忙
し
い
で
し
よ
う
。

神

山
　

そヽ
え
、
中

国

に
委

託
す

る
も

の
、
関
西
や
九
州
で
の
製
造

な
ど
、
出
張
が
大
変
多

い
仕
事
で

す
。
九
月
に
中
国
で
勃
発
し
た
デ

モ
の
時
も
上
海
に
出
張
し
て
い
ま

し
た
。

大
会
の
成
功
と
と
も
に

観
客
の
無
事
故
を
祈
願

―
―
　
大
曲
の
花
火
は
あ
の
大
観
衆
。

緊
張
し
ま
せ
ん
か
。
特
別
の
行
為
な
ど
は
？

神
山
　
ア
ナ
ウ
ン
ス
そ
の
も
の
で

緊
張
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

放
送
室
は
打
上
げ
の
場
か
ら
ほ
ん

の

一
〇
〇

ｍ
ぐ
ら

い
し
か
離
れ

て
い
な
い
小
屋
で
す
か
ら
。
（笑
）

怖

い
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

大
会
が
始
ま
る
前
に
諏
訪
神
社
か

ら
神
主
さ
ん
が
見
え
て
、
花
火
師

さ
ん
、
審
査
員
、
私
た
ち
を
含
め

た
関
係
者
全
員
を
前
に
、
大
会
の

成
功
と
観
客
の
無
事
を
祈
り
、
祝

詞
を
奉
じ
お
祓
い
を
し
ま
す
。
緊

張
に
震
え
る
厳
粛
さ
が
あ
り
ま
す
。

―
―
　
割
物
、
創
造
花
火
、
花
火
師
の

紹
介
と
、
詳
し
い
紹
介
が
あ
っ
て
大
曲
の

花
火
は
盛
大
で
す
。
ア
ナ
ウ
ン
ス
中
は
ど

ん
な
気
持
ち
で
放
送
を
し
て
い
ま
す
か
。

神
山
　
雑
念
を
捨
て
て
専
念
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、
玉
名
を

読
み
な
が
ら
、
製
作
し
た
花
火
師

た
ち
の
気
持
ち
を
考
え
た
り
、
創

造
花
火
で
は
、
音
楽
は
何
か
し
ら
、

誰
が
歌

っ
て
い
る
の
か
し
ら
な
ど

と
考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ア

ナ
ウ
ン
ス
を
通
し
て
、
大
観
衆
に

少
し
で
も
花
火
師
の
気
持
ち
を
伝

え
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
ね
。

天
空
を
舞
う
花
に
感
動

涙
溢
れ
る
こ
と
も
あ
る

―
―
　
目
の
前
で
花
火
を
見
て
、
特
別

に
感
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

神
山
　
頭
上
に
テ
ン
ト
が
張
ら
れ

て
い
て
、
放
送
席
か
ら
は
案
外
見

難
い
の
で
す
。
せ
め
て
大
会
提
供

花
火
は
見
た
い
と
思
い
、
代
わ
る

代
わ
る
テ
ン
ト
の
外

へ
出
て
見
て

い
ま
す
。
も
う
感
動
で
涙
が
止
ま

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

―
―
　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
を
招

い
た
り
、
大
会
関
係
者
の
努
力
は
心
温

ま
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

神
山
　
は
い
。
私
た
ち
が
こ
の
方

々
に
直
接
接
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
東
北
人
の
連
帯
感
、
人

情
、
心

の
温
か
さ
を
如
実
に
感
じ

ま
し
た
。
招
か
れ
た
方

々
も
大
変

喜
ん
だ
と

い
い
ま
す
し
、
大
曲

の

住
民
だ
け
で
な
く
大
仙
市
民
が
こ

ぞ

っ
て
喜
ん
だ
こ
と
と
思
い
ま
す
。

―
―
　
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
大
曲
の

花
火
へ
の
期
待
、
要
望
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

神
山
　
大
き
な
事
故
も
な
く
、
花

火
大
会
と
し
て
は
か
な
り
完
成
さ

れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

た
だ
毎
年

の
反
省
会

で
話
題
に

な
る
と
聞

い
て
い
ま
す
が
、
観
客

自
ら
が
も

つ
と

マ
ナ
ー
に
気
を
使

う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と

い
う
こ
と
で
す
。
桟
敷
席
で
火
気

使

用

の
料

理

の
厳
禁

や
、
酒

に

酔

っ
て
悪
ふ
ざ
け
し
た
り
大
声
を

発
し
た
り
、
ゴ
ミ
の
放
置
や
、
や

た
ら
な
と
こ
ろ
で
小
用
を
足
し
た

り
。
気
を

つ
け
た
い
で
す
ね
。

観
客
が
多
く
な
れ
ば
こ
う

い
う

マ
ナ
ー
違
反
も
多
く
な
り
ま
す
。

名
実
共
に
日
本

一
の
花
火
大
会
と

し
て
、　
一
人
ひ
と
り
が
注
意
し
合

う
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。

貴
重
で
か
つ
楽
し
い
お
話
を
有
難
う

こ
ざ
い
ま
し
た
。
大
会
を
支
え
る
お

一

人
と
し
て
、
大
変
な
努
力
を
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
大
曲
の
花
火
を

一
層
華
や
か

に
、
日
本

一
の
座
を
守
り
続
け
る
た
め

に
こ
精
進
く
だ
さ
い
。

会場アナウンサー

こう やま  ま  き

神 山 万 亀さん

難|:薇‐

そのまま
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こ
の
夏
大
仙
市
内
の
各
施
設
を
利
用
し
て
、
大
学
生
や
高
校
生

の
合
宿
が
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
ス
ポ
ー
ツ
の
夏
季
訓

練
を
目
的
に
し
た
も
の
。
中
で
も
横
浜
商
科
大
学
野
球
部
の
大
仙

市
に
お
け
る
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
は
今
年
で
十
五
年
目
を
迎
え
、
ま

た
早
稲
田
大
学
応
援
部
は
大
挙

一
五
〇
名
の
合
宿
を
行
い
ま
し
た
。

施
設
良
く
環
境
抜
群
で
　
　
　
　
　
　
　
一一

大
仙
市
は
合
宿
に
最
適
と
好
評

八
月
に
開
催
さ
れ
た
大
仙
市
成
人
式
で
、
新
成
人
を

激
励
す
る
早
稲
田
大
学
応
援
団
の
パ
フ
オ
ー
マ
ン
ス

合
宿
の
期
間
と
重
な
っ
た
ク大
曲
の

夏
祭
リ
ク
で
、
早
稲
田
大
学
応
援
団

は
パ
ワ
ー
全
開
で
フ
ア
ン
に
応
え
た

夏
休
み
の
期
間
、
東
京
な
ど
か

ら
大
学
生
や
高
校
生
が
秋
田
県
を

訪
れ
、
県
内
各
地
で
合
宿
す
る
こ

と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
動

向
は
、
県
内
各
地
域
の
活
性
化
に

一
役
買

っ
て
、
秋
田
県
と
し
て
も

合
宿
誘
致
補
助
事
業
と
し
て
前
向

き
に
対
応
し
て
い
る
も
の
で
す
。

特
に
大
仙
市
に
は
十
五
年
間
連

続
で
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
張

っ
て

い
る
横
浜
商
科
大
硬
式
野
球
部
を

筆
頭
に
、
今
年
は
早
稲
田
大
学
応

援
部
約

一
五
〇
名
が
合
宿
し
、
八

月
に
行
わ
れ
た
成
人
式
や
大
曲
の

夏
ま
つ
り
な
ど
に
も
参
加
し
て
大

い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
は

大
仙
市
に
住
む
早
稲
田
大
学
Ｏ
Ｂ

な
ど
が
、
指
導
者
や
部
員
に
積
極

的
に
働
き
か
け
て
実
現
に
漕
ぎ
着

け
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
練
習
の
環

境
整
備
が
出
来
て
実
現
す
る
も
の

で
す
が
、
地
元
の
競
技
レ
ベ
ル
の

向
上
、
県
外
交
流
や
地
元
Ｐ
Ｒ
な

ど
多
く
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

環
境
が
抜
群
で
地
元
人
々
の
人

情
は
厚
く
温
か
く
、
練
習
成
果
も

あ
が
っ
た
と
好
評
で
し
た
。
今
年

大
仙
市
で
合
宿
し
た
大
学
、
高
校

は
次
の
通
り
。
横
浜
商
科
大
、
千

葉
商
科
大
、
成
城
大
、
上
智
大
、

学
習
院
大
、
鎌
倉
学
園
高
校
、
東

京
学
芸
大
附
属
高
校
の
硬
式
野
球

部
。
立
教
大
学
準
硬
式
野
球
部
、

早
稲
田
大
学
応
援
部
。
（八
月
ま
ε

Jr大曲商工会議
繁
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大
仙
市
で
活
躍
す
る
一

大同衣料株式会社 (佐々木繁治社長)は、大仙市角間川
町に本社を置く紳士服の製造から販売に関わる全般を手が
ける企業です。資材の調達から型紙製作、自動裁断やパー
ツ生産、組立縫製、納品までの全工程を自社内で一括管理
する製販一体型企業を志向しています。この企業の特徴は、
地元経営者による、地元の資本で、地元の人間を採用し、
出来上がった製品を全国に販売し、それによる果実を地元
経済の中で廻すスタイルにこだわっています。地域社会と
の交流もスムーズで、プロバスヶットボールの秋田ノーザ
ンハピネッッの有カスポンサー企業としても知られます。

製販一体 21世紀ビジョンを掲げ

創
業
は
何
年
で
す
か
。

一　
　
当
社
は
そ
の
前
身
と
な
る
秋

田
カ
イ
ン
ド
ウ
エ
ア

（株
）
の

操
業
に
端
を
発
し
ま
す
が
、
昭

和
５３
年
、
ズ
ボ
ン
専
門
工
場
と

し
て
創
業
さ
れ
、
平
成
１０
年
大

同
衣
料
に
吸
収
合
併
し
ま
し

た
。　
一
〇
〇
％
地
元
資
本
の
企

業
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
　
御
社
の
主
要
製
品
は
何
で
す

か
。
ま
た
特
徴
は
？

主

た

る
製
品

は
紳
士
服

で

す
。

そ

れ
も
礼

服

が
中
心

で

す
。

『紳
士
服

の
コ
ナ
カ
』

に

全
面
的
に
商
品
を
納
入
し
て
い

ま
す
。
最
近
は
制
服
や
オ
ー

ダ
ー
ス
ー
ツ
も
取
り
扱
え
る
よ

紳士服市場で独自の地位を目指す

大
同
衣
料
株
式
会
社
本
社
事
務
所

「
一
つ
ひ
と
つ
の
布
地
が
折
り
重
な
っ
て

大
き
く
伸
び
よ
う
と
す
る
人
」
を
表
現

し
た
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
玄
関
真
上
に

大同衣料株式会社

う
に
な
り
ま
し
た
。
製
品

の
主

な
特
徴
は
、
昔
な
が
ら
の
本
格

的
な

「背
広
」
の
作
り
方
に
こ

だ
わ
る
と
こ
ろ
で
す
。
「毛
芯
」

と
呼
ば
れ
る
ス
ー
ツ
の
芯
に
な

る
部
分
を
大
事
に
し
た
、
見
え

な

い
と
こ
ろ
に
も
こ
だ
わ

つ
た

本
格
的
な
ス
ー
ツ
作
り
を
心
が

け
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
珍
し

い

一
〇
〇
％
純
潔

の
日
本
製
で

す
。
―
―
　
御
社
製
品
の
ユ
ー
ザ
ー
に
受

け
る
点
は
何
で
し
よ
う
か
ｏ

先
ほ
ど
も
話
し
ま
し
た
が
、

毛
芯
と
呼
ば
れ
る

「
ス
ー
ツ
の

芯
」
か
ら
こ
だ
わ

つ
た
、
昔
な

が
ら
の
し

つ
か
り
し
た
背
広
に

あ
り
ま
す
。
品
質

に
関
し
て
は
、
「
よ

り
良
く
、
よ
り
早

く
、

よ
り
安

く
」

を

モ

ッ
ト

ー
に
、

生
産
ラ
イ
ン
か
ら

製
品
の
品
質
ま
で

の
す
べ
て
に
お
い

て
、
こ
の
三
信
条

を
適
用
さ
せ
る
努

力
を
し
て
い
る
こ

と

だ

と

思

い
ま

す
。
制
服
や
オ
ー

ダ
ー
で
は
、
お
客

様

の
要
望
、

ニ
ー

ズ
に
添

つ
た
商
品

を
提
供

し
ま
す
。

可
能
な
限
り
お
客

様
の
要
望
を
、
ス
ー
ツ
の
上
で

具
現
化
し
ま
す
。

―
―
　
御
社
の
企
業
理
念

（
モ
ツ

ト
ー
）
を
お
伺
い
し
ま
す
。

紳
士
服
お
よ
び
そ
の
周
辺
事

業
を
通
じ
て
、
健
康
で
豊
か
な

暮
ら
し
を
願
い
、
地
域
の
人
々

に
貢
献
す
る
」
が
当
社
の
企
業

理
念
で
す
。
ま
た

「製
販

一
体

型
企
業
を
志
向
し
、
日
本
の
紳

士
服
市
場
で
独
自
の
地
位
を
築

く
」
と
ぃ
ぅ
２‐
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン

を
掲
げ
て
い
ま
す
ｏ
時
代
に
即

す
気
概
の
も
と
に
、
「
変
わ
ら

な
い
た
め
に
変
わ
る
」
を
信
条

に
日

々
挑
戦
し
て
ま

い
り
ま

す
。

佐々木繁治社長

大同衣料株式会社

代表取締役 佐々木繁治
創  業 :昭和 53年
本  社 :大仙市角間川町字四上町 7
資 本 金 :1,ooO万 円

従業員数 : 170人

事業内容 :紳士服製造・販売
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『ふるさと大曲』第 14号

18～ 19歳 2o～ 29歳 30～ 39歳 4oヽ 49歳 50・ -59歳  60歳｀

―
―
　
従
業
員
構
成
如
何
で
す
か

全
体
で

一
七
〇
名

の
企
業
で

す
が
、
仕
事
柄

一
三
九
名
と
圧

倒
的

に
女
性

の
多

い
企
業

で

す
。
男
性
は
三

一
名

で
す
。

年
齢
別
で
は
五
〇
代
が
最
も

多

い
の
で
す
が
、
毎
年
、

コ
ン

ス
タ
ン
ト
に
地
元
か
ら
新
卒
者

を
採
用
し
て
い
ま
す
。
平
均
年

齢
は
四
十
四
歳
で
す
。

―
―
従
業
員
は
ど
の
地
域
の
方
が
多

い
の
で
す
か

本
社
工
場
が
角
間
川
、
大
山

工
場
が
花
館
に
、
第
１

。
第
２

物
流
セ
ン
タ
ー
が
六
郷
、
第
３

物
流
セ
ン
タ
ー
が
角
間
川
に
あ

り
ま
す
。
従

っ
て
大
仙
市
、
仙

北
市
、
美
郷
町
が
多
く
、
横
手

市
大
森
町
か
ら
も
多
数
の
社
員

が
通

っ
て
い
ま
す
。　
一
番
遠
い

社
員
は
秋
田
市
か
ら
で
す
ｃ

ｌ
ｌ
　
従
業
員
の
福
利
厚
生
は
？

年

に
四
回

（春
夏
秋
冬
）
、

全
工
場

。
物
流
セ
ン
タ
ー
の
社

員
が

一
堂
に
会
し
て
懇
親
会
を

行

っ
て
い
ま
す
。
春
は
花
見
と

新
社
員
歓
迎
会
、
夏
は
納
涼
祭
、

秋
は
芋
煮
会
で
、
冬
は
忘
年
会

で
す
。
全
社
員
が
集
ま
れ
る
機

会
は
と
て
も
貴
重
で
、
毎
回
大

変
盛
り
上
が
り
ま
す
。
ま
た
六

月
下
旬
に
行
わ
れ
る
社
員
旅
行

も
恒
例
で
、
今
年
は
富
士
山
に

登
り
ま
し
た
。

他
に
秋
田
県
か
ら
、
ベ
ビ
ー

ウ

エ
ー
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
と

い
う

賞

の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
こ

れ
は
新
卒
者

の
定
期
採
用
が
評

価

さ
れ
た
も

の
で
す
。　
一
方

で

「申
請
す
れ
ば
休
暇
が
取
り

易

い
会
社
」
で
は
、
必
ず
生
産

に
影
響
が
出
ま
す
。
そ
れ
を
避

け
る
た
め
に
、
社
員
同
士
が
カ

バ
ー
し
合
え
る
よ
う
、
生
産
工

程

の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
普
段
か
ら
推
し

進
め
て
い
ま
す
（）

―
―
　
地
元
を
大
事
に
す
る
企
業
と

お
見
受
け
し
ま
す
。
地
域
住
民
と
触

れ
合
う
行
事
は
あ
り
ま
す
か

夏

の
納
涼
祭
は
地
元
角
間
川

で
、
地
域
住
民
の
目
に
も
届
く

よ
う
に
告
知
し
ま
す
。
そ
れ
は

も
う
沢
山
の
ご
来
場
で
、
町
を

あ
げ
て
の
盛
大
な
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
す
。
焼
き
鳥
や
焼
き
そ

ば
、
綿
あ
め
、
生
ビ
ー
ル
で
景

気
が

つ
き
、
大
曲
南
中
学
校
吹

奏
楽
部
の
演
奏
や
民
謡
シ
ョ
ー

若手社員のアイディアを盛り込んで夏祭りは大いに盛り上がる

全社員揃つての忘年会一一 一年の労をねぎらい新しい年の飛躍を誓う

夏祭りのフィナーレを飾る花火
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が
雰
囲
気
を
盛
り
立
て
ま
す
。
飛

び
入
り
歓
迎
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
も

好
評
で
、
フ
イ
ナ
ー
レ
の
花
火
大

会
で
締
め
く
く
り
ま
す
。
バ
ザ
ー

も
喜
ば
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
運

営
は

一
切
当
社
社
員
が
行

っ
て
い

ま
す
。
ほ
か
に
は
大
郷
の
第
１
物
流
セ

ン
タ
ー
で
は
５
月
と
１１
月
の
年
に

２
回
、
工
場
直
売
セ
ー
ル
を
行

っ

て
い
ま
す
。
５
月
は
夏
物
中
心
、

１１
月
は
冬
物
衣
料
を
出
血
大
サ
ー

ビ
ス
、
特
別
価
格
で
の
提
供
は
、

も
う
１０
年
間
も
続
き
、
こ
れ
も
地

域
住
民
の
皆
さ
ま

の
お
陰
で
す
。

―
―
　
会
社
と
し
て
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
八

ピ
ネ
ッ
ツ
を
応
援
し
て
い
ま
す
ね

地
元

に
待
望

の
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー
ル
の
プ

ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム

が
出
来
た
の
は
三
年
前

で
す
。
こ

の
土
地
に
根
を
お
ろ
す
企
業
と
し

て
、
地
元
秋
田
を
盛
り
上
げ
る
た

め
に
、
私
た
ち
も
何
か
で
き
る
こ

と
が
な

い
か
と
考
え
た
の
が
、
選

手

の
み
な
さ
ん

へ
の
オ
フ
ィ
シ
ャ

ル
ス
ー
ツ
の
提
供
と

い
う
こ
と
で

し
た
。
と
に
か
く
こ
の
プ
ロ
チ
ー
ム

を
通
し
て
、
地
元
秋
田
を
盛
り

上
げ
る
た
め
に
何
か
を
し
た

か

っ
た
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
秋

田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ

ッ
ツ
は
、

わ
が
社
を
挙
げ
て
応
援
を
し
て

お
り
ま
す
。

ハ
ピ
ネ

ッ
ツ
の
応
援
を
通
し

て
少
し
で
も
地
元
を
盛
り
上
げ

た
い
。

ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
の
活
躍
を

見
て
子
ど
も
た
ち
を
初
め
秋
田

県
の
す
べ
て
の
方
々
が
地
元
に

誇
り
と
夢
を
持

つ
こ
と
が
で
き

る
。
秋
田
県
に
元
気
と
勇
気
を

与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
ん

な
こ
と
の

一
助
に
な
れ
れ
ば
こ

ん
な
に
嬉
し
い
こ
と
は
な

い
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
願
い
な
が

ら
応
援
を
し
て
い
ま
す
。

―
―
　
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
ね
。
と

こ
ろ
で
こ
れ
か
ら
の
御
社
の
企
業
方
針

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ま
ず
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
こ
と
は

「販
売
」
で

す
。
販
売
力
の
強
化
で
す
。

オ
ー
ダ
ー
ス
ー
ツ
な
ど
お
客
様

に
直
接
販
売
す
る
こ
と
も
し
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
規
模
が
小
さ

い
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
洋
服
と
い
う
完
結

し
た
商
品
を
扱

っ
て
い
る
利
点
を

生
か
し
て
、
も

っ
と
も

つ
と
お
客

様
と
直
接
向
き
合
う
こ
と
の
必
要

性
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

ま
さ
に
生
き
馬
の
目
を
抜
く
よ

う
だ
と
言
わ
れ
る
現
代
社
会
に
お

い
て
、
明
日
が
単
な
る
今
日
の
延

長
で
あ

っ
て
い
い
は
ず
が
あ
り
ま

せ
ん
。
昨
日
よ
り
も
良
い
方
向
で

の
変
化
が
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
退

化
に
等
し

い
も

の
だ
と
思

い
ま

す
。
そ
こ
に
は
、
安
定
し
て
希
望

の
あ
る
未
来
は
開
け
て
は
来
な
い

こ
と
を
感
じ
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
「
変
わ
ら
な

い

た
め
に
変
わ
る
」
と

い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
を
持
ち
、
果
敢
な
勇
気
を

も

っ
て
前
進
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

も
ち
ん
、
地
元
に
が

つ
ち
り
と

根
を
張

っ
て
の
こ
と
で
す
。

―
―
　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
社
と

し
て
従
業
員
や
地
元
の
み
な
さ
ん
に
、

こ
れ
だ
け
は
伝
え
た
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
ど
う
ぞ
お
話
し
く
だ
さ
い
。

秋
田
県
は
、
人
の
手
か
ら
生
ま

れ
る
労
働
集
約
型
産
業
が
絶
対
に

必
要
な
と
こ
ろ
で
す
。
私
ど
も
の

社
は
こ
れ
か
ら
も
ず

つ
と
、
こ
の

地
域
で
、
こ
の
地
域
の
人
々
に
仕

事
の
提
供
が
で
き
る
よ
う
、
当
然

自
分
た
ち
の
仕
事
に
プ
ラ
イ
ド
を

持
ち
、
「継
続
で
き
る
企
業
」
を
目

指
し
て
頑
張

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
、
東
京
や
首
都
圏
各
地

に
あ
り
な
が
ら
ふ
る
さ
と
大
由
に

思
い
を
馳
せ
る
、
ま
さ
に

「地
元

大
曲
」
に
心
が
根
付
い
て
い
る
首

都
圏
大
曲
会
の
み
な
さ
ま
の
、
今

後

一
層
の
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。
　
　
　
　
（文
責
　
大
釜
）

秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ビ
ネ
ツ
ツ
の
公
式
ス
ー
ツ

縦ストライブの公式スーツは選手たちの男前を一段と引き立てる

年に2回開催される工場直売セールは地域―帯で大うけ

千0140015 秋田県大仙市大曲白金町 8番 」7号
Te1 0187-63-1¬ 31 Fax O187-63-1541

曲エンパイヤホテル

心と心のふれあいのスペース

∪RL ht堕∠/WWW7 ocnne l∠ empre/

ご利用をお待ち申し上げます。
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力
強
く
急
ビ

ッ
チ
で
進
む

大
仙
市

市
街
地
再
開
発

広大なスーパーマーケット跡地は病院施設として生き返る(平成24年 11月撮影)写真提供 大仙市

開始以来 4年 目になった「ふるさと納税」。生まれ育ったふるさとを
愛し、ふるさとの発展を願う一つの行動として支持されています。大仙

市出身者の協力は、人数においてもまた金額から見ても秋田県内トップ

クラスです。 5千円以上で、どなたでも気軽に参加できます。

故郷が生まれ変わる活力に

大
仙
市
が

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の

一
部
を
財
源
に
、
市
内
三
十
人
の
小

中
学
校
に

「
ふ
る
さ
と
納
税
文
庫
」

を
設
置
し
た
こ
と
は
、
本
誌
第
１３
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

こ
の
文
庫
の
図
書
選
択
は
各
学
校

の
生
徒

・
児
童
が
自
分
た
ち
の
考
え

を
い
れ
て
行

っ
た
も
の
で
、
そ
れ
だ

け
に
各
学
校
の
特
色
が
出
て
い
て
、

読
ん
で
い
て
と
て
も
面
白
い
と
評
判

で
す
。
中
に
は
保
護
者
も
熱
心
に
読

ん
で
い
て
、
親
子
で
こ
の
文
庫
を
利

用
し
て
い
る
学
校
も
あ
り
ま
す
。

二
年
目
の
平
成
２４
年
度
も
、
市
内

全
小
中
学
校
に
約
二
千
冊
の
図
書
を

購
入
し
て

「
ふ
る
さ
と
納
税
文
庫
」

は

一
層
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

組
合
病
院

の
改
築
整
備
費

と
し

て
の
指
定
も

で
き

る

こ
の
他
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
は
、
「大

仙
市
地
域
中
核
病
院
整
備
支
援
基
金

条
例
」
に
則
り
、
「
仙
北
組
合
総
合

病
院
の
改
築
整
備
に
関
る
財
源
と
し

て
」
と
、
納
税
す
る
人
が
そ
の
使
途

を
限
定
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
改
築
整
備
の
た
め
に
と
指

定
す
る
人
も
増
え
て
き
て
お
り
、
病

院
改
築
に
関
心
を
寄
せ
る
人
が
多
い

こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

観
光
や
高
齢
者
福
祉
な
ど

４
分
野
の
事
業
に
活
か
す

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
と
し
て
の
寄

付
金
を
大
仙
市
で
は
、
次
の
４
分
野

の
事
業
で
活
用
し
ま
す
。

①

観
光
分
野
、
②

高
齢
者
福
祉
分

野
、
③

自
然
環
境
分
野
、
④

子
育

て
教
育
分
野

◇
納
税

（寄
付
）
の
手
続
き

難
一一一鶴
欝
難
叢
込
書
海
で
　
寄
付
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
。
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
、
ま
た
は
直

接
市
役
所
総
合
政
策
課

へ

握
獲
撤
鷲
書
傷
選
僣
　
お
知
ら
せ
頂

い
た
寄
付
の
方
法
に
基
づ
き
、
総
合

政
策
課
か
ら
納
付
書
を
送
り
ま
す
。

一８
奪
警
樹
奎
０
機
輩
慾
み
　
お
近
く

の
銀
行
や
郵
便
局
な
ど
金
融
機
関
か

ら
振
り
込
む

簿
一議
霞
織
議
場
書
一０
発
衛
　
市
役
所

か
ら
後
日
、
寄
付
証
明
書
を
送
付

◇
お
問
合
せ
は

大
仙
市
企
画
部
　
地
域
政
策
班

電
話
０
１
８
７
（６
７
）
１
１
１
１
（代
）

ふ3こと納税に
ご協力ください。

(上方が北市街地)

市街地再開発は現在の病院敷地も含め北市街地、南市街地よりなる
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透
き
通
っ
た
山
頂
の
空
気
の
中
、
旭
岳
が
摺
鉢
池
に
映
る

日本で二番早い秋の訪沢
■ 旅人

斉 藤 貞 助

旭
岳
の
稜
線
が
鮮
や
か
に

天
地
を
分
け
る
。
噴
出
す

水
蒸
気
は
ま
る
で
元
気
盛

り
の
駄
々
っ
子
だ

赤と黄色に混じつて八イマツの緑が映える。
山の黒肌には水蒸気の白色がよく似合う。

大
雪

‐山
山
系
は
秋
の
訪
れ
が
日
本

で

一
番
早
い
と
言
わ
れ
る
「
カ
メ
ラ

を
担
ぎ
こ
の
山
系
に
足
を
．踏
み
入
れ

た
の
が
十
■
の
初
め
。
本
舛
は
ま
だ

ま
だ
夏
の
余
韻
が
残
っ
て
厳
し
い
暑

さ
だ
と
い
う
の
に
、
訪
れ
た

一
帯
は

も
う
紅
葉
が
始
ま
つ
て
い
た
つ

大
雪
山
国
立
公
園
は
ヽ
北
海
道
最

高
峰
の
旭
岳

，
ブ
９‐
‐■●
．
を
は
じ

め
と
す
る
二
十
連
峰
に
お
よ
ぶ
標
高

二
千
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
め
総
称
で

あ
る
。
そ
の
面
積
は
神
奈
川
県
全
体

の
た
ざ
に
匹
敵
す
る
■
か
つ‐で
文
人

大
町
桂
丹
は
ず
富
士
山
に
上
っ
て
山

の
―高
さ
そ
濡
‘
ず

‐そ
ｔ
て
Ｌ
大
雪
油

に
上
ち
で
山
の
大
き
さ
を
語
れ
」
と

い
う
有
名
な
言
葉
を
残
し
て
い
る
。

．
旭
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に
乗
ち
て
森

林
限
界
を
越
え
た
あ
た
り
か
ら
、
真

正
面
に
大
雪
山
の
主
峰
旭
岳
が
ぐ
ん

ぐ
ん
迫

っ
て
く
る
。
山
腹
か
ら
は

水
蒸
気
が
勢
い
よ
く
吹
き
出
し
、
そ

れ
が
山
の
稜
線
に
添

つ
て
山
頂

へ
と

上

っ
て
行
く
光
景
は
、
こ
の
山
は
ま

さ
に
生
き
て
い
る
。
元
気
旺
盛
な
活

火
山
で
あ
る
こ
と‐
を
ま
ざ
ま
ざ
と
知

ら
さ
れ
る
。
　
　
　
．

．．

ダ
ケ
カ
ン
バ
は
黄
色
に
紅
葉
す
る

代
表
だ
。
赤
色
は
エ
ゾ
オ
ヤ
マ
リ
ン

ド
ウ
、
ミ
ヤ
マ
リ
ン
ド
ウ
、
ミ
ヤ

マ

ア
キ
一ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ
、

コ
ヶ
モ
モ
の

実
な
ど
多
彩
だ
「
大
雪
山
は
壮
大
な

す
・そ
野
を
錦
に
染
め
て
堂
々
と
‐‐、
冬

へ
の
臨
戦
態
勢
に
入
っ
て
い
た
。
・

カメラ紀行
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穣筆饉

警
懸
鷲

大雪山日立公園 そして旭岳 Qttω

登山道から望まれる紅葉は見事な錦絵。遠景の山並みは青色に霞んで秋空と溶け合つていた
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く

ろ

つ

べ

一え

九
郎
兵
衛

そ
の
頃
の
大
曲
は
　
た
く
さ
ん
の
川
舟
が

往
来
す
る
商
い
の
町
と
し
て

大
変
繁
盛
し
て
い
ま
し
た

よ

る

し
か
し
夜
と
も
な
る
と

と
う
ぞ
く

盗
賊
の
九
郎
兵
衛
が
出
漠
脇
蜃

鮮
機
ξ
魚

義
賊
き
ど
り
の
九
郎
兵
衛
は

一象
商
や
大
金
も
ち
の
家
は
襲

っ
て
も

一
般
の
貧
し
い
町
民
を
襲
う
こ
と
は

け

っ決
し
て
　
し
ま
せ
ん
で
し
て

し
か
し
　
あ
る
夏
の
夜
、
九
郎
兵
衛
も
悪
運
つ
き
た

の
か
、
と
う
と
う
役
人
に
捕
ま

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

と
う
ま
る
籠
に
載
せ
ら
れ
て
、
見
せ
し
め
の
た
め
奥
州

街
道
を
通
り
、
追
分
ま
で
送
ら
れ
ま
し
た
。

途
中
、
九
郎
兵
衛
を

一
日
見
よ
う
と
集
ま

っ
た
人
々

は
な
ぜ
か
、
罵
声
を
浴
び
せ
た
り
し
て
騒
ぐ
人
は
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
、
九
郎
兵
衛
ば
か
り
か
そ
の
女
房
と
子
ど
も

の
三
人
も
捕
ら
わ
れ
て
、
生
き
た
ま
ま
暗
い
土
の
中
に

埋
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
夜
か
ら
命
を
絶

っ
た
三
人
は
光
を
求
め
、
蛍
に

化
け
て
地
上
に
舞

い
戻
ろ
う
と
、
乱
れ
飛
ぶ
の
で
し
た
。

そ
の
蛍
の
大
き
さ
は
、
馬
の
目
ぐ
ら
い
あ
り
ま
し
た
。

蛍
の
飛
ば
な
い
夜
は
、
大
き
な
火
の
玉
が
大
曲
の
家

並
み
を
飛
び
回
り
ま
し
た
。

続
国
闇
膠
電

―-24-―



こ
う
し
て
何
年
か
過
ぎ
ま
し
た

い
つ
ま
で
も
成
仏
で
き
な
い
九
郎
兵
衛
親
子
の

業
を
哀
れ
と
、
川
の
目
の
般
通
寺
の
円
坊
が

あ
る
夏
の
夜
　
塚
の
前
で
三
部
経
を
唱
え
て

供
養
し
ま
し
た

翌
日
の
夜
か
ら
　
蛍
の
数
が
倍
に
な
っ
て

光
を
放
ち
ま
し
た

ほ
た

る
ぢ

ゃ

や

鳳
靱
瘍
間
に
わ
徹
茶
屋
も
出
来
て

彎馘
憫
餃
渕
忽
礼
飩
財
格
大

い
に
賑
わ

い
ま
し
た

『ふるさと大曲』第 14号
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哀
愁

の
角
館

作
詞
作
曲
歌
唱

黒
皮
羽
生
さ
ん

こ
こ
ろ
の
歌

コ
ン
サ
ー
ト
で

「哀
愁
の
角
館
」
が
入
選

全
日
本
音
楽
著
作
権
協
会
、
こ
こ
ろ
の

歌
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
主
催
の
、
第

十
二
回

「
こ
こ
ろ
の
歌
」
コ
ン
サ
ー
ト
に

応
募
し
た
黒
皮
羽
生
さ
ん

（本
名
　
佐
藤

重
光
さ
ん
）
の

「哀
愁
の
角
館
」
が
、
見

事

「優
秀
賞
」
に
入
選
し
ま
し
た
。

佐
藤
重
光
さ
ん
は
大
仙
市
四
ツ
屋
出
身

で
、
東
京
水
産
工
業
株
式
会
社
を
創
立

し
、
現
在
は
同
社
会
長
。
首
都
圏
大
曲
会

の
会
員
で
長
い
問
幹
事
と
し
て
そ
の
重
責

を
担

っ
て
い
ま
す
が
、
趣
味
の
一
つ
と
し

て
作
詞
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
主
な
作

品
に
、
「人
生
模
様
」
「
お
お
ま
が
り
慕
情
」

「東
京
海
峡
」
な
ど
。

今
も

一
人
で
待

っ
て
る
と

風
の
噂
は
　
北
国
の
城
下
町

こ
ん
な
俺
よ
り
い
い
ひ
と
を

み
つ
け
り
ゃ
い
い
の
に

純

（う
ぶ
）
な
奴

み
ち
の
く
に
遅
い
花
咲
く

枝
垂
れ
桜
の

枝
垂
れ
桜
の

・
・
・
愛
お
し
さ

川
面
み
つ
め
て
肩
寄
せ
た

葉
陰
せ
つ
な
い
哀
愁
の
角
館

そ

っ
と
重
ね
た
唇
よ

忘
れ
ら
れ
な
い
白

い
指

み
ち
の
く
に
名
残
り
尽
き
な
い

木
漏
れ
日
揺
れ
て

木
漏
れ
日
揺
れ
て

・
・
・

散
る
涙

今
で
は
遠
い
し
あ
わ
せ
を

抱
い
て
傍
い
面
影
の
城
下
町

す
す
り
泣
く
よ
な
街
の
灯
に

今
も
消
え
な
い
ぬ
く
も
り
よ

み
ち
の
く
に
早
い
木
枯
ら
し

み
ぞ
れ
雪
舞
う

み
ぞ
れ
雪
舞
う

・
・
・

こ
の
胸
に

入 自 黒

沢 川 皮

正 雄 羽

保 三 生

ト
ト
ヤ魚
屋

の

オ
ヤ
ジ
や

っ
て
ま
す

“魚 と遊 ん で 遊 ば れ て"

〒136-0075東 京都江東区新砂 1丁目 8
お か げ さ ま で
創 業 45周 年

ご∠彗コ署ラlh

電話03-3640-64]]“りF AX03-3644-5832

東京水産工業株
会 長 佐

辞
①

ふ
る
さ

と

の

み
な
さ

ん

お
元
気

で
す

か

社

光

ム
〓
重

式

藤21世 糸己ヘ

なかまの話題

鞭

多カ
ズ
ヒ
ロ
タ
の

津
軽
三
味
線
ラ
イ
ス

″
カ
ズ

ヒ
ロ
″
こ
と
畠
山

一　

　

ま
し
た
。

洋
さ
ん

（首
都
圏
大
曲
会
会

員
）
の
、
津
軽
三
味
線
ラ
イ

ブ
が
、
九
月
十
七
日
、
葛
飾

区
の
京
成
青
砥
駅
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

畠
山

一
洋
さ
ん

は
日
本
民
謡

の

芸
を
職
業
と
す
る
家
庭
に
生

ま
れ
て
、
も
の
心
が
つ
く
頃

か
ら
は
津
軽
三
味
線
の
稽
古

に
励
ん
で
き
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
も
数
々
の
コ
ン
ク
ー

ル
に
出
場
し
、
首
都
圏
大
曲

会
の
総
会
で
も
そ
の
腕
を
披

露
す
る
な
ど
、
特
に
最
近
は

め

っ
き
り
腕
を
あ
げ
た
と
高

く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
首
都
圏
大
曲
会

か
ら
も
、
大
釜
会
長
ほ
か
大

勢
の
仲
間
が
応
援
に
駆
け
つ

け
、
い
つ
も
な
が
ら
賑
や
か

な
ス
テ
ー
ジ
で
し
た
。
（写
真

撮
影
は
首
都
圏
大
曲
会
会
員

の
小
松
昭
二
さ
ん
）

津軽三味線熱演中の“カズヒロ"
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納
豆
汁

朱

華

富
士
の
顔
厳
冬
晴
れ
に
見
え
隠
れ

束
の
間
の
家
族
揃
ひ
て
納
豆
汁

道
端
に
彊

（
つ
よ
）
く
咲
く
か
な
冬
椿

早
咲
き
し
対
の
桜
は
件
め
り

啓
蟄
や
春
近
し
と
て
名
ば
か
り
か

乗
り
越
し
た
車
窓
に
香
る
白
梅
や

＊
　
朱
華
は
、
首
都
圏
大
曲
会
副
会
長

大
友
律
子
さ
ん
の
俳
号
。
國
學
院
大

學
俳
句
同
好
会

「亜
洲
馬
路
」
会
員
。

一――・・１▼秋田新幹線こまちが大き

一錮̈
一嶽峰師勒円神崚］「け」つ数曲

一雛一一審］『一嶽̈
れ働時中榊赫

ど・札一柿］沖榊峙っ詢ヨ院場崚ｒ一舞

』̈
［書』蒔鰤義議̈
勲”［枷時峠

鋪̈輯」に』榊静義赫樺るぁっ｝摯砕〕

榊け熱』『鋼”［師掛疇轟̈
軸時̈

［囀」』一裁わＴ時嚇］̈
様場中に

岬”』錦わ̈
蹴［義̈
一奪さつも『̈
¨

［け轟智螂ゆ̈
一̈思「る緋」す汁の時］ゆ

吻
尿
」酪飩
弊
靱

】一毎『枠”〕疇い〔向け」寺『一

い̈椰一鋤赫一「納たに軒一「和いけは

，
ｍ
％
とてりｗ轟

一輯『̈
却粋一］峰讐叶̈
路特一時

日

（土
）
午
後
１
時
、
会
場
は
ア
ル
カ
デ
イ

ア
市
ヶ
谷
（私
学
会
館
）
で
す
。
　
　
（大
釜
）
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